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平成 22 年度 SGST 第 6 回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 23 年 3 月 3 日(木) 16：00～17：30 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス 3F 講義室  
出席者：後藤，永田，奥村（名工大），伊藤，北根，廣畑（名大），木下（岐阜大），近藤，久保，

宇佐美，小塩，渡辺（名城大），野田，山田（中日本HW.E），中野（愛知県），柴田，太田，米田，

宮崎，渡邉，澤田（名公社），岸本（創建），加藤，佐藤（中日本Ｃ），川瀬（日中 C），藤澤（新

三重 C），古市（維持管理工房），加藤，園部（JTS），嘉津（KTS），小枝（川田），土橋（横河），

神頭，吉嶺（日車），室井，窪田（日鉄トピー），尾関，織田，高地，岩田，石川，菱川，種岡，

北山，柘植，伊藤（慎），森田，松村（瀧上） 
46 名(敬称略)   

1． 定期研究会（16:00～17:30）（織田幹事長） 

講演者：大林組 名古屋支店 建築工事部建築工事生産管理課課長 藤本俊介 氏 

講演項目：「東京スカイツリーの建設」 

※土木学会CPDプログラム認定番号 JSCE10-0956 
 
講演内容 
講演「東京スカイツリーの建設」： 
自立式電波塔としては世界一の高さ（634m）となる新タワーである「東京スカイツリー」につ

いて，計画段階でのエピソードや過去に建設されたタワーとの比較，技術についてのご説明を頂

いた． 
三角形から円形になる平面形を有する他に類を見ない構造であること，日本の伝統建築である

五重の塔中心部の心柱になぞらえ「心柱制振」と名付けられた制振システム，リフトアップ工法

やスリップフォーム工法など新技術を用いた施工の概要説明を頂いた． 
本発表については，既にメディアなどで取り上げられているプロジェクトであり，参加者の関

心も高く，活発な質疑応答が行われた。 
以上// 
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講演題目：「東京スカイツリーの建設」 

     ※土木学会 CPD プログラム認定番号 JSCE10-0956 

 
講演者：大林組 名古屋支店 建築工事部建築工事生産管理課課長 藤本俊介 氏 

会場：愛知工業大学 本山キャンパス（愛知県名古屋市） 
講演日時：平成 23 年 3 月 3 日（木） 16:00～17:30  
 
講演要旨： 

自立式電波塔としては世界一の高さ（634m）となる新タワーである「東京スカイツリー」につ

いて，計画段階でのエピソードや過去に建設されたタワーとの比較，技術についての説明． 
三角形から円形になる平面形を有する構造であること，日本の伝統建築である五重の塔中心部

の心柱になぞらえた制振システム，新技術を用いた施工の概要説明． 
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